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神室山の烏類相

A,ifaunaofMt.KamuroinAkitaPrefecture

高橋一郎＊

IchiroTaKAHASHI

I,1-1ﾉ1に生息する烏撒の分布およびその生態については，

未だに明らかにされていない部分が多く，なお継続的

な洲荷を積み重ねる必要がある。

w室Illの鳥類については,III形県側から調べた高橋

多i此(1978)があるが，秋Illﾘ制Ill]からの調査報告はない。

本稿は，県立博物館がnhll'i的に推進している地域研究

r湯沢・雄勝」の一環として実施した結果をまとめた

ものである。湯沢・雄勝地域の中で，特に当地を設定

した即Illは，登Ujq(316m)から|｣｣頂まて､の標尚差が

約1000mあり，その|川の林相がスギ・ミズナラ混交林

からブナ林，そして'IIu'm'jIII性の低木林へと変化するた

め，それぞれの林相妊にn微的な烏相が概観できると

はじめに

秋Ill県内の烏頬相を明らかにしようとする試みは，

近年鴨んになり，秋Ill県の委託‘11:業として秋Ill県野鳥

の会が実施Lた秋田県鳥類分布調mn～(15)^1ﾉﾛ出

(1977:のほか,1980年以降だけでも，｜ﾘ1行(1980,19

82)，渡辺(1983),小笠原(1984),マンサク会'(1988;,

I笥僑a988)などの報文が認められる。しかしながら，

桑沢1
q

、
一

役|ﾉ1川

械
の
宮
温
股

ﾉく役|ﾒ1

(flllM
神室Ill頂
'1げ、戸『一

(上000m)血一

報：
人役内川 ニ

ー
、

Ｇ
此
一
部

(御Illの神）

10Ⅱ

塑動明王堪
二十三尋の滝

標

I殉三if｣イIll
▲

－－一難鰯淵諭’
登山口(316m; 亜高Ill性

多ギ･ミズナZブナ林小低木林，
混交林A^B下一百一I

i

（前神索,1，
、▲
～..－~.-'鯵.I

L

Il形鼎、

‐
Ｉ

500
三｜･~Z会珊｝の滝

､'2

；*SilJ
一＝｡一一－－－－

、 ／L／

～._ノ

0 12346B7km

水平距離
012km

図imft地略図

Fig.lShowingthemapoftheinvestigatedare.

調査コース断Iflil略Ⅸlと林相区分

Showingthecross-sectionalviewand

Foresttypesection.

２
津
図
面

＊秋ⅡI県立博物節

-13-



i高橋

考えたからである。

ご多忙中にもかかわらず，快く校閲のﾂjをとってL、

ただいた秋IB大学教授小笠原11．m.および英文を校

I醐くださいました県立博物館佐野エリザベート氏に

対し，厚く感謝の意を表します。

調査地の概要

秋Ill県と山形県は，鳥海Ill,J-岳,mm.神室Ill,

虎毛ill等の山岳地帯をもって境となし,Iﾉq方は出』'’1丘

陵，東方は奥羽lll脈の一部になっている。調査地であ

る,1h室111(1365.3m)は,1111に示すように，奥羽Ill脈

に!蝿している。大沢ほか(1979;によれば，この地'冊は，

f*室Ill花崩岩･類を珪盤にして，その上位を火山砕屑岩

が腹ってし､る。したがって，炎牌は，崩れやすく，地

形は，浸食された急峻な斜Ifliとそれに続く切り立った

V字谷になっている。またi*室Illは,111岳信仰の対象

として，中世の頃から現在に張るまで統↓､ており，不

動明王'it,御IBの神などの地名を礎している。

図2に示すように,1:1U道にしたがった調尚コース

は．｜ﾉﾛﾉ又川沿いにスギ・ミズナラ林（林相Aが，

さらに川沿いに標簡約750mの三I-三召Tの滝(別名奥の

滝）を経て胸突き八丁坂の鞍りとなり，隙尚約1200m

のマミア平と称する皿状の湿原（御|||の1Illまでのブ

ナ林(林相B),そしてマミア1えからm頂までの'Ilirilll

性低木林（林相C)となる。

調査方法

調在は，登Ill道沿いにI'W.U約25m以|ﾉ1に出現するす

べての鳥類を記録するラインセンサス法を用いて実施

した。しかし，林立する樹木や変Mﾘ''1りな地形が障害と

なり，結果を面Il'f的な密峻として処j11できず,IIｷ|川的

な密度（1時間あたりの出jjⅡ¥H体数=11対密度NAvで

もって比較検討することにした。

調査期間は,1986年8月から1988年5月までである

が，調査は，1986年は8．9．10月汁1|n|,1987年は

5．6．7．10月各1["I,1988年は5月20,II-9N

実施した。ただし，天候および時洲等の部合により，

調査のほとんどは，ブナ林が尽きるマミア平までであ

った。lll頂まで到達したのは,1986.8.26と1988.5.

30の2|nlだけであり，逆に1987.7.26l,t,三I一三尋の

滝から'ﾉ|き返さざるをuなかった。

ir.

表1ド'l̂ -lllの烏畑II録

Tab・1AlistofbirdsobservedonMt.Kamuro.

FamilvACClPITRIDAE

l．〃"wｲsｿ加97α〃sトビ
2.Aceゅ"〃9F’1""sオオタカ
F、FALCONIDAE

3.Falco〃""""ch/hsチョウゲンボウ
F・COLUMBIDAE

4．s"惣pIOpc〃α0ﾉー 〃"Iαisキジバト
5.S*/肥"w－"ss蛇加〃〃アオバト
F･CUCULIDAE

6.Cuculusfuggエジュウイチ
7．C”""、』【sツツドリ

8.C.holiucehluilusホト｝､ギス
F、APODIDAE

9．C/z“【"剛“1“α““ハリオアマツバメ

F，I〕IClDAE

lO，ノJ/“s“”牌、アオゲ．ラ

11．〃endrocoposmajorアカゲラ
12．，.ノ”“/“オオアカゲラ

］3．〃.〃z7ｨ〃。ゲラ

F，1－ⅡRUNDINIDAE

l4．〃か.z"1〔jO池s〃“ツバメ

F･MOTACILLII〕AE

l5、M0jaci〃αc加e”aキセキレイ

16.M.Kriiiulisセグロセキレイ
17.A""l“ﾉlodgsoniビンズイ
F・CAMPEPHAGIDAE

18.此河c、”奴s山””“〃sサンショウクイ

F・PYCNONOTIDAE

19.Ilvbsihelesi""“"･()"sヒヨドリ

F・CINCLII)AE

20.C加c/h.s/)a〃as〃カワガラス
FTROGLODYTIDAE

21.Troglodytes【ﾉartodytesﾐｿｻげｲ
F、MUSCICAPIDAE

22.luitliiiciisaknﾉz暇eコマドリ

23.mcyα"eコルリ
24.7,1"Ⅶ"sαα』""aﾄﾗｯｸﾞﾐ

25.T.palhdusシロハラ
26．71〃“""α〃〃jツグミ

27.CettiasoⅨα"犯z“psヤプサメ
28.C.ぱゆ加刀eウグイス

29.Phvlloscopus"ﾉ℃α〃sメボゾムシクイ
30．没〃"ellipesエゾムシクイ
31.P.occ砂地"sセンダイムシクイ
32.ノマ蛎邸/"sノゼg"〃sキクイタダキ
33．J'､i“ぬ〃α〃α庇ISS加aキビタキ

34.Cyao〃"αcvα"o加郡α刀αオオルリ
F・AEGITI－IALIDAE

35.A昭〃ﾉz“0s“““況sエナガ
F、PARII〕AE

36．Hz7．順〃?(ﾉ〃ｨα〃z4sコガラ

37．Ra〃γヒガラ

38．R“ﾉ和3ヤマガラ

39．ノ'.majo7シジュウカラ
F・SITTII〕AE

'10.Si"αG2"”“αゴジュウカラ
F･EMBERlZIDAE

41．〃"伽ﾉ左ααo”“ホオジロ

42．E､ノ･1ｲs〃“カシラダカ

43．E“ｫ加b伽sクロジ

FFRlNGILLll〕AE

44./､河"Si"α加onlUringi"αアトリ
45．唖祁“"ss伽jcaカヮラヒヮ

46.Pvn畑虹py7"1〃aウソ
47．CO“0〃1mHsIGs““o〃"通I【sj“シメ

F，PLOCEIDAE

48．ノ粒s“7･〃10ﾉ〃α〃【ｨsスズメ

F･STURNlDAE

‘19．s“ﾉw"ぷα"c畑“"sムクドリ

F･CORVII)AE

50.“ｿ""“剛α"clariusｶｹｽ
51.〃"c妨江gacaryocatαα“ホシガラス
52．COγz）"ぷ”、"cﾎｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ

53．C・加“γ〔"･加"〔y伽sハシブトガラス
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Iijl室I1lの鳥類相

表2調査結果(▲)と秋Ill県南部山岳地帯の烏顛相との比較

Tab.2Comparingwitheachavifauna,thepresentresult(A)andthesouthmountainsbirdsinAkitaPref..

１
１

－15－

種名

ル"〃"s加噌、"s卜

Ｉ

イ

AJI〃"s加噌”"sトビ

Accipiterge""』なオオタカ
B虹gob““ノスリ

A”〃αcﾉzがsaaosｲﾇﾜｼ
Fなﾉ“〃刀"Ⅸ"“/“チョウゲンボウ

召zasm刀"sSoe"""”河"g〃ヤマドリ

Slreplopcliaoricnlaisキジバト
Sりんe刀"畑ss海加〃がアオバト

Cuculusfugaxジュウイチ
ccα〃o”sカッコウ

C､sα〃m雌sﾂﾂドﾘ

C“〃o“p"/世sﾎﾄﾄ羊ｽ
S師工”唖IC"sisフクロウ

Capが加以gWsかz““sヨタカ
Cﾉ、､“m“脚｡αα"aハリオアマツバメ

Apuspaci/icusアマツバメ
Ce?〕ﾉ彫J1塘以b河sヤマセミ

fmIの，o"co7o加α"〔Zaアカショウビン
A』“doα〃hisカワセミ

門“sα帥o々E、アオゲラ

DE刀d7oc”Cs〃I“oγアカゲラ
，.！“COわsオオアカゲラ

，.ただ哩厩コゲラ

〃f、"do”s"cαツバメ

、e"cﾉ1o〃別r〃“イワツバメ

MひめCf"αci加柁αキセキレイ

Mgrandisｾダﾛｾｷﾚｲ
A池畑s〃0噸で;0打fビンズイ
fセガc7'0CO畑sd"α〃“雌sｻﾝｼｮｳｸ

必psipclcsα加α”ひ"sヒヨドリ
Lα"畝sz憩河"zｨsチゴモズ

L.bucep加紅sモズ
α刀c奴sDα"as〃ｶﾜｶﾞﾗｽ

7ｹ昭lodyestroglodytesミソサザイ
丹－2"zg"αmbiaaカヤクグリ

E流ZhacⅣsα々αﾉ"“コマドリ

E､“α"Gコルリ

7℃湾憩彦γ妙α"Hr概sルリビタキ

Saxjco“ぬ幻Iｲ“aﾉビタキ
7，z"河zｨss必i河c"sマミジロ

菰。α"戒aﾄﾗツグミ

T皿忽jsクロツグミ

Tcﾉzかso/α"sアカハラ

エpα〃虹usシロハラ
正〃αI""α"畑ツグミ

Ca“s9瓦α"花に”sヤブｻﾒ
C_αゆ加刀eウグイス
〃zv"OSC”I“bo”α〃sメボ､ノムシクイ

fMG"e〃肋Csエゾムシクイ

P.occip"α"sセンダイムシクイ
R昭u/tｲsr噸zｲ！“ｷｸｲﾀグｷ
Fj“αⅣﾉα刀αだIssj"aキビタキ

Cyα"op"/α“，“IC油@Jα"αオオルリ

MiJsac“α／α"γCs"･2Sｺｻﾒピﾀｷ
A電ガノzα/Cs““α"4sエナガ
比γus加o"舷〃24sコガラ

RaI〃ヒガラ

Rrﾉα河usヤマガラ

R”2“oγシジュウカラ

Sj"αeⅨ7℃Daeaゴジュウカラ

Zosleropsﾉα”7"“メジロ
E耐bEr室αCiC虹“ホオジロ

Ems"“カシラダカ

ESpodocepﾉﾘαIaアオジ
E“rin6麺sｸﾛヅ

F流旅gi"α”o"【i/>電i"αアトリ

“7‘”"ss〆刀z4sﾏﾋﾜ
Cs師j“カヮラヒヮ

B"了加jα必wfwｲαウソ

勘､ﾉzo刀α〆応o刀“αイカル
CO“o"l池ⅨsI““c“"1m"s雌sシメ

fｾssgr加oﾉ"α"zｨsスズメ

S如加脚sα"e、“Iｨ＄ﾑｸドﾘ

Ga7穴ｲj"sgIα"｡α河Ⅸsカケス

Niｨα/"gnmがo“Jaacsホシガラス
Corlﾉ狸s“、刀eハシボ．･ノガラス

C”Iac”γﾉIy"cﾉ10sハシブトガラス
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神室Illの鳥類ｲⅡ

表4相対密度（単位時間当たりの出現個体数N/h:

Tab.4Relativedensity(NumberofindividualsperhourN/h)

弓
Ｉ
１
０
１

調査月

林イI1

調査総時間

1.Milvusmigansトビ

2.Accipitergentilisオオタカ
3．Falcotinnuncuんsチョウケンボウ

4.Streptope〃αorientaJsキジバト
5．印henurussiebold〃アオハト
6 Cuculusんgarジュウイチ
7．C、saz江γα趣sツツドリ

8．C.poliocep加如sホトトギス
9.Cﾉtag加γαcaudacutαハリアオーマツハメ

10．Picusawokeγαアオケラ

11.Dendrocoposmaﾉoγアカケヲ
12.n．jajcotosオオーアカケラ

13．，．人jzu師コケラ

14./〃”"idorusticaツﾊﾒ
寺

15.Motaci〃αcmeγCQキセキレイ

16.M.grandis七グロセキレイ

t紬sノlodgsoniビンズイ
18．Pericrocotusdl〃a7－lca如sサンショウクイ

19.Hypsipetesamaurotisﾋﾖﾄ､ﾘ

20．Cincluspα〃as〃カワガラス

glodytestroglodytesミソサザイ

22.Erithacusakahigeコーマドリ
23.E.cya刀eコルリ

24．Turdusdaumaトラツグミ

25.T.pα〃j血sン'ロハラ

26.T.nαuma71れjツグミ

27．Cei〃αs9〃Qmezcepsヤブー+ﾅー ﾒ

28.C.d噸/zo九eｳｸﾞｲｽ

29.Pﾉlylloscopusboreα〃sメポソムシクイ
30．P.tenellipesエゾムシクイ

31．P.occipitalisｾﾝグｲﾑｼｸ"1

32.Regi』んsrgg江んsキクイタダキ
33.Ficeduﾉα刀arcissmaキビタキ

34.CyanoptilacyQ刀omelQ泥aオオルリ
35.Aeeithaloscauda如Sエナプノ

36.Pa7･z4s汎o7zta刀usコガラ

37．P．“eγ・ヒガラ

38．P・ひα7.皿sヤマカ.ラ

39.P.maﾉo7・シジュウカラ

40.Sime秘γoPaeaゴジュウカラ
41，Em6eγjzaCjojdeSホオジロ

42．E，rus此Caカシラダカ

43．侭．2ﾉα7.ZabMZsクロング

44.Fringi〃αγ凡oγ,座方ingi〃αアトリ
45．Ca7－duG〃ss加jcaカワラヒワ
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47．CoccO仇γa2jstgscoccoがlγm4stesシメ
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50.Gαγγ哩如:sgla刀｡αγ血sカケス
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53，C、mac7－07hwlcﾉ10sハシブトカラス
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結果と考察

1．鳥類相の概要

調査中に認めた鳥類は，表lに示すように，21科53

種である。秋田県南部山岳地帯の中で，鳥類相を報じ

ている山は，栗駒Of(秋lⅡ県野鳥の会1973,1978,

1986),駒ケ岳（同会1974),薬師岳(I司会1979),

乳頭山（同会1981;,神室山ほか（高橋多蔵1981),

焼石岳（森岡1984）である。これらの報文に記載され

た鳥類は，35科106種にのぼるが，カイツブリ類，サギ

類，カモ類などの平野部から山麓部の湖沼で生息する

種類とl地域でしか観察されていない種類を除けば，

表2に示すように，28科77種に整理される。表2によっ

て県南部山岳地帯の烏相を概観できるとすれば，今回

の調査によって認められた鳥種は，68.8％に相当し，

一応妥当な出現状況であると考える。林相毎に出現した

個体数を調査日単位でまとめた表3は，調査原票とも

いうべきものであるから，改めて季節的な推移および

林相別に，しかも相対密度で表4に示した。ただし十

分な街料を得ていない林相Cは，表4から除いた。

表4にしたかってみれば，常時出現した鳥類は，コ

ケラ，ヒヨドリ，カワガラス，メボソムシクイ，シシ
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神室uuの鳥類相

ユウカラ頬，ウソ，カケスの12種であり，5．6月の

象の出現は，トビ，ホトトギス類，ハリオアマツバメ，

ツバメ，ビンズ・イ，サンショウクイ，コルリ，ヤブサ

メ，センダイムシクイ，クロジの12種で，やはり夏烏

が多い。また，9．10月のみの確認は，オオタカ，ア

オバト，オオアカケラ，セグロセキレイ，コマドリ，

ｼﾛﾊﾗ,･ｿグﾐ,ｴヅﾑｼｸｲ,ｶｼﾗグｶ,ｱﾄ

'ノ，カワラヒワ，シメ，ススメ，ムクト．リ，ハシブト

カラスの15種で，冬鳥および渡り時の川塊師が認めら

れる。相対密度でとらえた出現個体数では，詳しくは

後述する林相によっても災なるが，ヒヨドリ，ウグイ

ス，シジュウカラ類，ホオジロなどが多い。また，ブ

ナ林を代表する鳴烏キビタキ，オオルリについて恐れ

ば，田代岳(明石1981),八幡平(明石1982に比較し，

かなり少ないように‘思う。

2．林相による鳥類の特徴

林相A・B・Cについてさらに説lﾘlすれば,Aは，

登Lil口付近が畑地とススキ草原になっており，すぐ続

いてスギの造林地，沢際と急斜面がミズナラ・サワグ

ルミ・トチノキなどの落業広紫樹である。Bは，ほと

んどがブナ林であり，ブナ林特有の林床lii'i物が繁茂し

ている。Bの区間は，西ノ又川沿いに三｜･三尋の滝ま

で続き，その優水系から離れて，胸突き八」.坂を登り

つめることになる。Cは，ミネザクラ，アカミノイス

ツケなどの皿高山性低木林となっている。この'ﾒ澗は，

狭い皿状の湿原から痩せ尾根が頂上まで続いている。

A区を生息地とする鳥類は，優占度（余個体数に対す

る各種の個体数の割合=n/N×100%)で比鮫すると，

ヒヨドリ(18,1%),ホオジロ(16.2%),ヒガラ(11.3

％)，コガラ（9.6％)，ウグイス（8.9％）などとなり，

15科:-!2種である。ヒヨドリ，ヒガラ，コガラ，カケス

は，スギ林から広葉樹林にかけて，ホオジロ，カシラ

ダカは，畑地からススキ草原にかけて，ウグイスは，

広葉樹の樹間から林床にかけ-て認められる。

B区で確認された鳥類は，優占lllnに，ヒカラ(11.8

％)，シジュウカラ(11.8%;,コカラ(10.7%;,アト

リ（7.0％)，ゴジュウカラ(6.8％)，オオルリ（6.4％)，

ウグイス(6.1%)など17科11種である。この|ﾒ間では，

エナカ，シジュウカラ類，ゴジュウカラの6樋で43.4

％を占める。なおアトリは，秋期の移動II柵こ作れてい

たためのI部値となった。

C区では，種類および個体数とも少なく，わずかに

ビンズイ，ウソ，コガラなど8科9種を認めたにすぎ

ない。｜||頂部尾根沿いにビンズイが繁殖している。

図3に示した黒Ill(1974)の鳥類群集曲線の原理に

したかって，季節毎に林相A・B区を比較したのが図

4である。これは，縦軸に相対密度をとり，横軸に優

占順位のI闘い種から順にならべて，描かれたグラフの

型を検I汁する手法である。これによれば,A区は，い

ずれの季節においても，特定の優占種があり，しかも

種類数が多くなる混交林型曲線を示しており,B区は，

特定の少数催占種がなく，種類数も多い潤葉林型曲線

を示している。ただし，7．8月は，出現種数が極端

に少なくなっており，特にA区は，やや針葉林型Illl線

に近くなっている。表4と図4を対比しながら優占す

る種について象れば，秋期のA区においては，カシラ

ダカが群れをつくり，カラ類がB区から移行している

様子が顕縛である。さらに，秋期のB区においては、

南方に渡ると思われるアトリ，ツグミ，シメの群れが

混入している。

要約

1.神室Illにおける鳥類調査は,1986年8月から1988

年5月までの期間に，，汁9回，ラインセンサス法に

より実施した。

2．出現した鳥類は，21:'53種である。

3.Ill麓部のスギ・ミズナラ林（林相Aにおいては，

15科32柿の鳥類を認め，中腹部のブナ林（林相B

では,17(441種,Ul頂部の亜高山性低木林(林相C)

では，8科9種を確認した。

4．鳥類群雌曲線の原理にしたがえば，林相Aは，混

交林型Illl線,Bは，淵葉林型曲線を示す。
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＊秋川ﾘiⅧf烏の会細(1)～TS)についての詳細は,mm

させていただきます。

AvifaunaofMt･KamuroinAkitaPrefecture

by

IchiroTakahashi

Summary

I.IinvestigatedtheavifaunaofMt.Kamuro,AkitaPref.usingtheLinetransectcensusmethod

fromAugust,1986toMay,1988.Nineexaminationswerecarriedouttocompletethesurvey.

2.Twentyonefamiliesand53specieswererecordedinthepresentstudy.

3.Fifteenfamiliesand32specieswereobservedinthemixedforestofCryptome両αjα加冗icaand

Q"gγc"s碗ongolica(ForesttypeA)onthefootofMt.Kamuro,seventeenfamiliesand41species

wererecordedintheBeech[F廼況ScγE"αta)forest(ForesttypeB)onthemiddleabdomen,

eightfamiliesand9specieswererecognizedinthesubalpineshrub一land(ForesttypeC)onthe

mountaintop.

4．AccordingtothePrincipleofbirdcommunitycurves,theavifaunainForesttypeAwasfitted

totheMixedforesttypebyKuroda(1974),andForesttypeBwasfittedtotheBroad-leaved

foresttype.
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